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で
囲
ま
れ
た
方
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。
住
宅

建
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ

た
幅
２
ｍ
ほ
ど
の
堀
跡
か
ら
は
、
古こ

瀬せ

戸と

の

灰は
い
ゆ
う
つ
つ
が
た
こ
う
ろ

釉
筒
形
香
炉
が
完
全
な
形
で
見
つ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
香
炉
は
、
漆
で
継
い
で
修
復
さ
れ

て
お
り
、
１５
世
紀
の
中
頃
に
生
産
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
城
之
内
館
が
落
城
し
た
の

は
今
か
ら
約
４
３
０
年
前
、
そ
し
て
、
香
炉
が

生
産
さ
れ
た
の
は
、
約
５
７
０
年
前
、
落
城
後

に
香
炉
が
廃
棄
さ
れ
た
と
す
る
と
、
約
１
４
０

年
間
、
伝
世
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

部
室
平
遺
跡
は
、
巴
川
支
流
当
間
川
と
の

合
流
地
点
付
近
の
標
高
２７
ｍ
の
台
地
上
に
所

在
す
る
集
落
遺
跡
で
す
。
農
道
改
良
工
事
に

伴
う
発
掘
調
査
で
、一
辺
７
ｍ
以
上
の
大
型

の
竪
穴
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
出
土

し
た
土
師
器
、
須
恵
器
、
鉄
製
品
か
ら
、
律
令

体
制
が
地
方
に
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
７
世
紀

末
の
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
遺
物
で
注

目
さ
れ
る
の
は
、
刀と

う
す子

（小
刀
）や
硯

す
ず
り

の
存
在
で

す
。
奈
良
平
安
時
代
は
、
紙
は
貴
重
で
あ
っ
た

た
め
、
伝
達
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は

木も
っ
か
ん簡

で
、
文
字
を
書
く
た
め
の
道
具
は
硯
や

筆
で
し
た
。
刀
子
は
木
簡
に
書
い
た
文
字
を

削
る
た
め
の
道
具
で
、
現
在
の
消
し
ゴ
ム
の
役

目
を
し
ま
す
。
部
室
の
地
に
住
む
ム
ラ
の
指
導

者
が
戸
籍
な
ど
の
文
書
作
成
に
関
わ
っ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（次
号
に
つ
づ
く
）

　

今
回
紹
介
し
た
調
査
成
果
は
、
玉
里
史
料

館
の
参
考
展
で
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（玉
里
史
料
館　

本
田
信
之
）

令
和
２
年
の
発
掘
調
査

　

竹
原
小
学
校
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
前
期

（１
７
０
０
年
前
）と
平
安
時
代
（１
０
０
０

年
前
）の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
す
。
発
掘

調
査
で
は
、
縄
文
時
代
（６
０
０
０
年
前
）～

江
戸
時
代
（３
０
０
年
前
）の
各
時
代
の
土

器
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
竪
穴
建
物
跡

か
ら
は
、
当
時
の
生
活
の
道
具
で
あ
る
土
器

（土は

じ

き

師
器
・須す

え

き

恵
器
）、
砥と

い
し石

、
土ど

た
ま玉

（漁
の
道

具
）、
石
製
紡ぼ

う

錘す
い

車し
ゃ

な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
古
墳
時
代
の
鏡
を
ま
ね
て
作
っ

た
土
製
模
造
鏡
、
１
ｍ
を
超
え
る
須
恵
器
の

大お
お
か
め甕

な
ど
の
特
殊
な
遺
物
も
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

竹
原
天
神
遺
跡
は
、
園
部
川
中
流
域
に
位

置
す
る
標
高
２５
ｍ
の
台
地
上
に
所
在
す
る

集
落
遺
跡
で
す
。
住
宅
建
設
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
で
、
古
墳
時
代
中
期
（１
６
０
０

年
前
）の
竪
穴
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
、
土
師

器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
の
発
掘
調
査

　

川
中
子
の
城
之
内
館
跡
は
、
園
部
川
河

口
付
近
の
標
高
２
ｍ
ほ
ど
の
低
地
に
築
城

さ
れ
た
中
世
の
城
館
跡
で
す
。
堀
や
土
塁

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 
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私
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
地
下
に
は
、

遺
跡
が
埋
も
れ
て
お
り
、
遺
構
（
建
物
な

ど
）
や
遺
物
（
土
器
、
石
器
な
ど
）
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
、

４
４
２
か
所
、
全
国
で
は
４６
万
か
所
の

埋ま
い
ぞ
う
ぶ
ん
か
ざ
い
ほ
う
ぞ
う
ち

蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

遺
構
や
遺
物
は
、
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
を

知
る
手
が
か
り
に
な
り
ま
す
が
、
埋
蔵
文
化

財
は
一
度
、
壊
れ
て
し
ま
う
と
二
度
と
元
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
土

木
工
事
な
ど
で
遺
跡
が
影
響
を
受
け
て
し

ま
う
場
合
に
は
、
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
記
録
保
存
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
２
～
５
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
７
つ
の
調
査
成
果
の
う
ち
４
つ
を
紹
介
し

ま
す
。

城之内館跡の古瀬戸香炉

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り
（
１
）
～
令
和
２
～
５
年
発
掘
調
査
～

問

土製模造鏡

参
考
展

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り

　-

令
和
２
～
５
年
度
調
査
遺
跡
紹
介
展-

会
　
期
　
１０
月
３
日
（木
）～
令
和
７
年
１
月

　
　
　
　
　

２６
日
（日
）

場  

所 

玉
里
史
料
館
（
高
崎
２
９
１-

３

　
　
　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

休
館
日　

月
曜
日
（１１
月
４
日
は
開
館
）、

　
　
　
　

   

１０
月
１５
日
、
１１
月
５
日
、
２３
日
、

           

１２
月
２８
日
～
令
和
７
年
１
月
４
日
、

　
　
　
　
　

 

１
月
１４
日


